
様式第１号(第３条関係)

受 理 受 理
年月日 番 号

年 月 日
沖縄県公安委員会 殿

届出者 住 所 ○○県○○市・・・・・

氏 名 ○○株式会社
代表取締役 水上 太郎

電話 (○○-○○○○-○○○○)

海水浴場開設届出書
沖縄県水難事故の防止及び遊泳者等の安全の確保等に関する条例第５条第１項の規定

により、海水浴場を開設しますので次のとおり届出をします。

海 水 浴 場 の 名 称 ○○ビーチ

海 水 浴 場 の 区 域 別紙図面のとおり

個人の 〒
場 合 年 月 日生

代 〒 ○○○-○○○○ ○○県○○市・・・・
表 代表取締役 水上 太郎 ○年 ○月 ○日生

団
役職 ☑ 取締役又は執行役 □ 監査役 □ 業務を執行する役員

体 役 □ 理事 □ 監事 □ その他（ ）

の 員 〒 ○○○-○○○○ ○○県○○市・・・・
水上 次郎 ○年 ○月 ○日生

場
役職 □ 取締役又は執行役 □ 監査役 □ 業務を執行する役員

合 役 □ 理事 □ 監事 □ その他（ ）

員 〒
年 月 日生

海 水 浴 場 を 公 衆 の 利 用 (期間) (時間)
４月 １日から 午前９時 00分から

に 供 す る 期 間 及 び 時 間 10月 31日まで 午後５時 30分まで

海 水 浴 場 に 設 け る ・海水浴場を示す看板 ・遊泳区域表示ブイ（クラゲ防止ネット）

施 設 、 設 備 等 の 概 要 ・遊泳上の遵守事項を示した看板 ・非常用通報電話 ・監視台

遊泳者に係る水 監 視 体 制 ・監視員○名配置
難事故の防止そ
の他遊泳者の安 救護用具・ ・救命ボート１艇 ・レスキューボード○艇
全のために採る 船 舶 等 ・レスキューチューブ○個 ・ロープ（○メートル）
措置の概要

そ の 他 ・水難救助員○名配置

備 考 作成者○○ ○○、提出者○○ ○○

注 該当する□にレ印を付けること。



様式第２号(第３条関係)

水難救助員名簿

ふ り が な すいじょう たろう

氏 名 水上 太郎

生 年 月 日 ○年 ○月 ○日生

本 籍 地 ○○県○○市・・・・

住 所 ○○県○○市・・・・

採用年月日 ○年 ○月 ○日

経 験 年 数 ○年

受講年月日 内 容

H○.○.○ 日本赤十字社水上安全法講習受講

H○.○.○ ABCD ダイブマスター取得

H○.○.○ ABCD ○○インストラクター取得

H○.○.○ 小型船舶一級取得

講 習 H○.○.○ 潜水士取得

受 講 歴 H○.○.○ OMSB スノーケリングインストラクター取得

資格認定証 認定団体

の 種 類 資格名

備 考

※ 本名簿に、講習受講・資格取得に係る（ライセンス等）の写し（両面）を添付



様式第６号(第12条関係)

受 理 受 理
年月日 番 号

年 月 日
沖縄県公安委員会 殿

届出者 住 所 ○○市・・・・
氏 名 ○○実行委員会
電 話 (○○○-○○○-○○○○ )

催物開催届出書
沖縄県水難事故の防止及び遊泳者等の安全の確保等に関する条例第11条第１項の規定

により、催物を開催しますので次のとおり届出をします。

催 物 の 名 称 ○○大会

催 物 の 目 的 ○○の普及・発展

催 物 の 開 催 場 所 ○○市在 ○○ビーチ及び同所海域

個人の 〒
場 合 年 月 日生

代 〒 ○○○-○○○○ ○○県○○市・・・・
団 表 実行委員長 水上 太郎 ○年 ○月 ○日生
体
の 役職 □ 取締役又は執行役 □ 監査役 □ 業務を執行する役員
場 役 □ 理事 □ 監事 ☑ その他（ 実行副委員長 ）
合

員 〒 ○○○-○○○○ ○○県○○市・・・・
水上 次郎 ○年 ○月 ○日生

催 物 の 開 催 日 時
○年 ○月 ○日午前・午後 ○時 ○分から
○年 ○月 ○日午前・午後 ○時 ○分まで

催 物 の 形 態 ○○競技

救 護 体 制 別紙のとおり
事 故 防 止 の
た め に 採 る 救護用具・ 水上バイク、カヌー
措 置 の 概 要 船 舶 等

そ の 他

現 場 責 任 者
住 所 〒 ○○○-○○○○ ○○県○○市・・・・
氏 名 水上 三郎 電話（○○○-○○○○-○○○○）

備 考 添付資料：要項、中止基準、事故発生時の連絡体制
作成者○○ ○○、提出者○○ ○○

注 該当する□にレ印を付けること。



様式第10号(第16条関係)

受 理 受 理
年月日 番 号

年 月 日
沖縄県公安委員会 殿

届出者 住 所 ○○県○○市・・・・・

氏 名 （株）○○マリンサービス
代表取締役 水上 太郎

電 話 (○○○○ー○○ー○○○○)

海域レジャー事業届出書
沖縄県水難事故の防止及び遊泳者等の安全の確保等に関する条例第13条第１項の規定

により、事業を営みますので次のとおり届出をします。

種別 スノーケリング業
事 業 の 種 別 及 び 名 称

名称 ○○マリンサービス

事 業 所 の 所 在 地 〒 ○○県○○市・・・・・
及 び 電 話 番 号 (○○○○ー○○ー○○○○)

個人の 〒
場 合 年 月 日生

代 〒 ○○○－○○○○ ○○県○○市・・・・・
表 代表取締役 水上 太郎 ○年 ○月 ○日生

団
役職 □ 取締役又は執行役 □ 監査役 □ 業務を執行する役員

体 役 □ 理事 □ 監事 ☑ その他（ 副代表 ）

の 員 〒 ○○○－○○○○ ○○県○○市・・・・・
水上 次郎 ○年 ○月 ○日生

場
役職 □ 取締役又は執行役 □ 監査役 □ 業務を執行する役員

合 役 □ 理事 □ 監事 □ その他（ ）

員 〒
年 月 日生

事 業 を 営 む 期 日
○年 ○月 ○日

( 年 月 日から 年 月 日まで)

事 業 の 形 態 ・カヌーにより利用者をスノーケリングポイントへ案内
及 び 方 法 し、スノーケリングガイドによる水上遊泳を実施

事業に伴い発生が予想される
・スノーケリングガイドによる器具の点検

水難事故を防止するために
・安全なスノーケリングができない者の潜水の禁止､危険な場所でのスノーケリングの禁止

採る措置の概要
・遵守事項の事務所内への掲示、利用者への周知
・ﾚｽｷｭｰﾁｭｰﾌﾞ、ﾗｲﾌｼﾞｬｹｯﾄ、ロープ、通報手段の整備

備 考 ライフジャケットを着用させ、スノーケルを実施します
作成者○○ ○○、提出者○○ ○○

注 該当する□にレ印を付けること。



様式第10号(第16条関係)

受 理 受 理
年月日 番 号

年 月 日
沖縄県公安委員会 殿

届出者 住 所 ○○県○○市・・・・・

氏 名 水上 太郎

電 話 (○○○○ー○○ー○○○○)

海域レジャー事業届出書
沖縄県水難事故の防止及び遊泳者等の安全の確保等に関する条例第13条第１項の規定

により、事業を営みますので次のとおり届出をします。

種別 プレジャーボート提供業
事 業 の 種 別 及 び 名 称

名称 ○○○○

事 業 所 の 所 在 地 〒 ○○県○○市・・・・・
及 び 電 話 番 号 (○○○○ー○○ー○○○○)

個人の 〒 ○○県○○市・・・・・
場 合 水上 太郎 ○年 ○月 ○日生

代 〒
表 年 月 日生

団
役職 □ 取締役又は執行役 □ 監査役 □ 業務を執行する役員

体 役 □ 理事 □ 監事 □ その他（ ）

の 員 〒
年 月 日生

場
役職 □ 取締役又は執行役 □ 監査役 □ 業務を執行する役員

合 役 □ 理事 □ 監事 □ その他（ ）

員 〒
年 月 日生

事 業 を 営 む 期 日
○年 ○月 ○日

( 年 月 日から 年 月 日まで)

事 業 の 形 態 ・トーイングチューブを水上バイクで牽引した遊覧
及 び 方 法 ・シーカヤックによる海上遊覧

事業に伴い発生が予想される
・水難救助員の配置 ・救命浮輪､ロープの配備

水難事故を防止するために
・気象及び海象状況の情報提供､利用者への遵守事項による注意喚起

採る措置の概要
・安全な航行に必要な情報提供
・緊急連絡用電話の配置

備 考 海浜に設備等は設置しません。
作成者○○ ○○、提出者○○ ○○

注 該当する□にレ印を付けること。



様式第10号(第16条関係)

受 理 受 理
年月日 番 号

年 月 日
沖縄県公安委員会 殿

届出者 住 所 ○○県○○市・・・・・

氏 名 ○○マリーナ株式会社
代表取締役 水上 太郎

電 話 (○○○○ー○○ー○○○○)

海域レジャー事業届出書
沖縄県水難事故の防止及び遊泳者等の安全の確保等に関する条例第13条第１項の規定

により、事業を営みますので次のとおり届出をします。

種別 マリーナ業
事 業 の 種 別 及 び 名 称

名称 ○○マリーナ

事 業 所 の 所 在 地 〒 ○○県○○市・・・・・
及 び 電 話 番 号 (○○○○ー○○ー○○○○)

個人の 〒
場 合 年 月 日生

代 〒 ○○○－○○○○ ○○県○○市・・・・・
表 代表取締役 水上 太郎 ○年 ○月 ○日生

団
役職 □ 取締役又は執行役 □ 監査役 □ 業務を執行する役員

体 役 ☑ 理事 □ 監事 □ その他（ ）

の 員 〒 ○○○－○○○○ ○○県○○市・・・・・
水上 次郎 ○年 ○月 ○日生

場
役職 □ 取締役又は執行役 □ 監査役 □ 業務を執行する役員

合 役 □ 理事 □ 監事 □ その他（ ）

員 〒
年 月 日生

事 業 を 営 む 期 日
○年 ○月 ○日

( 年 月 日から 年 月 日まで)

事 業 の 形 態 ・停泊、係留施設の設置
及 び 方 法 ・警備員の常時配置

事業に伴い発生が予想される
・利用者への気象・海象情報の提供

水難事故を防止するために
・利用者へのマリーナ周辺航行海域情報の提供

採る措置の概要
・利用者への遵守事項の周知
・水難事故に対応するための体制構築

備 考 作成者○○ ○○、提出者○○ ○○

注 該当する□にレ印を付けること。



様式第10号(第16条関係)

受 理 受 理
年月日 番 号

年 月 日
沖縄県公安委員会 殿

届出者 住 所 ○○県○○市・・・・・

氏 名 ○○株式会社
代表取締役 水上 太郎

電 話 (○○○○ー○○ー○○○○)

海域レジャー事業届出書
沖縄県水難事故の防止及び遊泳者等の安全の確保等に関する条例第13条第１項の規定

により、事業を営みますので次のとおり届出をします。

種別 潜水業
事 業 の 種 別 及 び 名 称

名称 ○○ダイビング

事 業 所 の 所 在 地 〒 ○○県○○市・・・・・
及 び 電 話 番 号 (○○○○ー○○ー○○○○)

個人の 〒
場 合 年 月 日生

代 〒 ○○○－○○○○ ○○県○○市・・・・・
表 代表取締役 水上 太郎 ○年 ○月 ○日生

団
役職 □ 取締役又は執行役 ☑ 監査役 □ 業務を執行する役員

体 役 □ 理事 □ 監事 □ その他（ ）

の 員 〒 ○○○－○○○○ ○○県○○市・・・・・
水上 次郎 ○年 ○月 ○日生

場
役職 □ 取締役又は執行役 □ 監査役 □ 業務を執行する役員

合 役 □ 理事 □ 監事 □ その他（ ）

員 〒
年 月 日生

事 業 を 営 む 期 日
○年 ○月 ○日

( 年 月 日から 年 月 日まで)

事 業 の 形 態 ・利用者をダイビングポイントへ案内し、ガイドダイバ
及 び 方 法 ーによる海中ガイドを実施

事業に伴い発生が予想される
・ガイドダイバーによる潜水具の点検

水難事故を防止するために
・安全な潜水ができない者の潜水の禁止､危険な場所での潜水の禁止

採る措置の概要
・遵守事項の事務所内への掲示、利用者への周知
・救命浮き輪、ロープ、通報手段の整備

備 考 エアー充填なし 作成者○○ ○○、提出者○○ ○○

注 該当する□にレ印を付けること。



様式第14号(第24条関係)

ガイドダイバー名簿

ふ り が な すいじょう たろう

氏 名 水上 太郎

生 年 月 日 ○年 ○月 ○日生

本 籍 地 ○○県○○市・・・・

住 所 ○○県○○市・・・・

採用年月日 ○年 ○月 ○日

経 験 年 数 ○年

受講年月日 内 容

H○.○.○ 日本赤十字社水上安全法講習受講

H○.○.○ ABCD ダイブマスター取得

H○.○.○ ABCD ○○インストラクター取得

H○.○.○ 小型船舶一級取得

講 習 H○.○.○ 潜水士取得

受 講 歴 H○.○.○ OMSB スノーケリングインストラクター取得

潜水士免許 ☑ 有り

の 有 無 □ 無し

備 考

※ 本名簿に、講習受講・資格取得に係る（ライセンス等）の写し（両面）を添付



様式第15号(第30条関係)

スノーケリングガイド名簿

ふ り が な すいじょう たろう

氏 名 水上 太郎

生 年 月 日 ○年 ○月 ○日生

本 籍 地 ○○県○○市・・・・

住 所 ○○県○○市・・・・

採用年月日 ○年 ○月 ○日

経 験 年 数 ○年

受講年月日 内 容

H○.○.○ 日本赤十字社水上安全法講習受講

H○.○.○ ABCD ダイブマスター取得

H○.○.○ ABCD ○○インストラクター取得

H○.○.○ 小型船舶一級取得

講 習 H○.○.○ 潜水士取得

受 講 歴 H○.○.○ OMSB シュノーケリングインストラクター取得

資格認定証 認定団体 沖縄マリンレジャーセーフティービューロー（ＯＭＳＢ）

の 種 類 資 格 名 シュノーケリングインストラクター

備 考

※ 本名簿に、講習受講・資格取得に係る（ライセンス等）の写し（両面）を添付



SA
M
PL
E

沖縄県公安委員会 殿

誓 約 書

私は、沖縄県水難事故の防止及び遊泳者等の安全の確保等に関する条例に基づき、下記

の事項に該当しないことを誓約致します。

１ 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者

２ 禁錮以上の刑に処せられ、又はこの条例の規定に違反して罰金の刑に処せられ、その

執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から起算して３年を経過しない者

３ 第21条第２項から第４項までの規定により命令を受けた日から起算して３年を経過し

ない者（当該命令を受けた者が法人である場合においては、当該命令に係る聴聞の期日

及び場所が公示された日前60日以内に当該法人の役員（業務を執行する社員、取締役、

執行役又はこれらに準ずる者をいい、相談役、顧問その他いかなる名称を有する者であ

るかを問わず、法人に対し業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者

と同等以上の支配力を有するものと認められる者を含む。以下この項において同じ ）。

であった者で当該命令を受けた日から起算して３年を経過しないものを含む ）。

４ 第21条第２項から第４項までの規定による命令に係る聴聞の期日及び場所が公示され

た日から当該命令をする日又は当該命令をしないことを決定する日までの間に次条（第

12条第３項及び第14条第３項において読み替えて準用する場合を含む ）の規定による。

廃止の届出をした者（廃止について相当な理由がある者を除く ）で当該届出の日から。

起算して３年を経過しないもの

５ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第６

号に規定する暴力団員又は同号に規定する暴力団員でなくなった日から５年を経過しな

い者

海水浴場の開設

６ 心身の故障により を適正に行うことができない者として公安委員催物の開催

事業

会規則で定めるもの

以上

作 成 日 年 月 日

住 所

氏 名

生年月日 年 月 日

注意事項

この作成例を参考に、内容をよく理解した上で

手書き、パソコン等で作成して下さい。

※ これは作成例ですので、そのまま印字しての使用は不可です。

種別に合わせて記載して下さい。

氏名は必ず自署して下さい。


